
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

      

うじたわらの木
もっ

くん    ～環を尊び 人と自然が未来をつくる 茶ごころのまち ～ 
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  いろんなところで見かけたり、聞いたりしたことがある右のよう

なマークや「ＳＤＧｓ」という言葉。意外と知っているようで知らな

い「ＳＤＧｓ」について、前号から引き続き、簡単に皆さんにご紹介

したいと思います。 

●どんな目標（ゴール）があるの？② 
前回に引き続き、１７の目標（ゴール）について、目標４～を簡単にご紹介します。 

 

       目標４『質の高い教育をみんなに』（ターゲット １０個） 

２０３０年までに国や性別に関わらず、公平な教育機会を与えることが目標です。 

 

       目標５『ジェンダー平等を実現しよう』（ターゲット ９個） 

        ２０３０年までに男女平等を実現し、すべての女性の力と可能性を伸ばせる 

世界を目指します。 

 

       目標６『安全な水とトイレを世界中に』（ターゲット ８個） 

        すべての人が安全で安価な飲料水と衛生的なトイレなどの施設を整備する 

ことを目指します。 

 

        ★次号でも、引き続き、目標（ゴール）について、ご紹介させていただきます！ 

『喉元過ぎても忘れないで』 

  

「喉元過ぎれば熱さを忘れる」ということわざがある。これは苦しいことも、過ぎ去ってしまえば、簡単に忘れてし

まう意味である。良く言えば、人間の割りきりの速さ、悪く言えば、執着心の希薄さと解釈できる。 

しかし、喉元過ぎても、絶対に忘れて欲しくないのが、今年の夏の暑さ。「暑い、暑い。」を連発した日々が続き、 

１１月の声を聞いて、今度は暑さを忘れた人々が、「寒い、寒い。」を繰り返し、真夏の暑さをすっかり忘れる日々が

到来する。 

でも、あの暑さは、心の片隅にきっちり残しておく必要があると考えている。 

一つは、あの暑さは地球への警告と受け止めたい。平年より 1.7度高温だった 

という報道を聞き流しているが、大変な事態である。人間の身体に例えると、 

３６度の体温の人が毎日３７度７分で過ごすことになる。学級閉鎖を始め、社会 

機能が停止する。残念ながら、地球は休めない。黄色の点滅が始まっている。 

もう一つは、家庭生活でも、二酸化炭素の排出抑制は、十分可能なこと。 

異常な暑さの源は、無駄なエネルギーを排出したことと意識し、寒い冬の生活を 

もう一度見直すべきである！ 省エネは禁欲的な生活を強いるだけでなく、賢い 

省エネ機器に買い替えるなど、選択肢も広がっている。あくまでも、無駄なエネルギーの排出抑制なのである。 

今年のあの暑さ！ 今年限定の一過性の暑さであって欲しいものである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコパートナーシップうじたわら事務局 （宇治田原町建設環境課内）      

〒610－0289 京都府綴喜郡宇治田原町大字立川小字坂口 18-1 

TEL 0774-88-6639  FAX 0774-88-3231  E メール：junkan@town.ujitawara.lg.jp 

会報のバックナンバーをご覧いただけます 

 宇治田原町役場ＨＰ「MENU（くらし・手続き）」⇒「生活・環境」⇒「エコパートナーシップうじたわら」 

環
わ

を尊び 人と自然が未来をつくる 茶ごころのまち 宇治田原 

エコパートナーシップうじたわら賛助会員 
 

濱田プレス工藝株式会社 

宇治田原町 宇治田原工業団地管理組合 須河車体株式会社 

宇治田原町区長会 宇治田原町森林組合 宇治田原町商工会 

 

コラム『扇風機とストーブの入替』 

 循環型社会・地球温暖化防止部会 村林 利高  
 

須河車体株式会社では５月と１１月に、工場内で使用する扇風機とストーブの入替を行っています。段取りとして

は、我々総務の者が、それらを収納している倉庫前に、扇風機（又はストーブ）を部署ごとに並べ、各部署からフォーク

リフトや台車で持ってきたストーブ（又は扇風機）と交換するというものです。以前は倉庫がビッシリ埋まるくらい、それ

ぞれ数十台を保有していたので、出し入れも大変な一大イベントで季節の変わり目の風物詩となっていました。 

しかし、職場環境改善のため、ほとんどの製造現場に冷暖房が完備され、 

更に最新の空調設備を備えた立川本社工場が竣工してからは、台数が大きく 

減り、灯油の使用料も減りました。良質な茶葉の生育に適していると言われる 

宇治田原町の気候は、昼夜の気温差が大きく、市街地よりも３度は低い環境の 

ため、これまでは早くストーブを出してくれ、とかよく言われたものですが、今年は 

一部の部署で、もう少し扇風機を使いたいという要望も聞かれるほどで、地球 

温暖化を身近に感じました。 

 １２月に入ると、冷え込みが一層厳しくなり、風邪やインフルエンザ等で体調を崩しやすくなります。

そこで、今回はおうちで簡単、エコで身体がポカポカと温まるレシピを紹介します。 

【用意する材料】 

 ・麹（こうじ） ５００ｇ 

 ・もち米    ４合 

『甘酒（あまざけ）』 【作り方】 

①もち米を洗う。 

②水を５合分入れ、炊飯器でおかゆ状にして炊く。 

③炊き上がったら、釜ごと取り出し、７０℃まで混ぜな

がら冷ます。 

 ※このとき、やけどに注意してください！！ 

④麹を入れ、よく混ぜ合わせて６０℃になったところで、

炊飯器に戻す。 

⑤炊飯器のふたの上にふきんを重しがわりにおき、箸を

はさんで炊飯器のふたを軽く開けた状態で、保温スイ

ッチを入れる。 

⑥時々かき混ぜながら、１０時間経ったら、できあがり！ 
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